
 

 

        １０月の園だより 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

令和 5 年１０月２日  

目黒区立中町保育園園長   

≪ 行事予定 ≫ 

運動会（２・３・４・５歳児） 

＊０、１歳児クラスは自由参加です 

内科健診 （全園児）                           

芋ほり遠足（４・５歳児）  

幼児お楽しみ会（３・４・５歳児） 

     焼き芋会（全園児）＊天候により変更することがあります 

身体計測  避難訓練  

 

 

 

                     

                   

               

                 

暑さも和らぎ、戸外遊びが気持ちの良い季節となりました。 

 3 階のテラスで遊んでいた 0 歳児クラスの子どもたちのところへ行くと、両手を広げてハイタッチ

とばかりに一生懸命手を伸ばして歩いて来たので、「いっぱい歩いて来たねー、はい、タッチ」とそっ

と手を合わせると、もう片方の手もやってと伸ばして来ました。「はい、こっちもタッチね」と手と手

を合わせると、“わかってくれた”と満面の笑みです。入園した頃、仰向けで天井を見上げていた世界

や這い這いで見ていた風景とは変わり、自分で行きたいところに行ける世界に目を輝かせています。

見守られている安心感の中で、興味を広げどんどん探索をしている姿に成長を感じます。 

 今週は、子どもたちが楽しみにしている運動会を開催します。オープニングは、５歳児クラスの子

どもたちが心を一つに元気あふれる『ソ―ラン節』の踊りでスタートします。ぜひ、たくさんの保護

者の皆様にご覧いただき、子どもたち一人ひとりの成長を共に喜び合い楽しいひと時を過ごしたいと

思います。 

 季節の変わり目ですので、園においても手洗いやうがいをしっかりと行い、体調の変化には十分気

をつけていきたいと思います。 

『這う、よじ登る』などの動きを取り入れて、全身の発達を促しています。 

＜乳児の運動遊びの様子＞ 

  

《もも組》 

階段を這い這いで昇り

降りすることを楽しん

でいます。 

 

《たんぽぽ組》 

自分で座りバランスを 

とりながら滑っています。 

 

《ちゅうりっぷ組》 

太鼓橋の一番高い所で

方向転換して降りてい

ます。 

 



 

 

  

   
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほし組（３歳児） 

 日頃から「抜き足、差し足、忍び足」と忍者になってそっと階段を降りたり、移動しています。巧技

台のよじ登りやゴム跳びなどの遊びを「色々な術を使って忍者修行してみよう！」と話すと「いいね」

と張り切っています。「どんな忍法がいいかな」と子どもたちに相談すると「ジャンプの術」「壁のぼり

の術がいいかな」と次々にアイディアが広がっていき、忍者になりきって楽しんでいます。なかなか巧

技台を登りきれなかったり、ゴム跳びでつまずくことがあっても、できると「忍法できたよ」と嬉しそ

うに何度も挑戦しています。修行の最後の決めポーズはお父さん、お母さんに見てもらうことを楽しみ

にしていて、「これかっこいいかな」と自分たちで考えています。万国旗も「手裏剣の術」「壁のぼりの

術をしているところだよ」と忍者になった自分をイメージして描いていました。ワクワク、ドキドキし

ながら初めての運動会を楽しみにしています。 

 

つき組（４歳児） 

おひさま組が大縄を跳ぶ姿に憧れ、やってみたいと挑戦していました。はじめはすぐに引っかかっ

てしまう子どもも跳べるようになってくると「明日もやりたい」と楽しんでいます。はじめは見てい

た子どもも友達が跳ぶ姿を見て、挑戦することも増えてきました。タイミングが合わず苦戦している

友達に「頑張れ」と応援をしたり、「足をいっぱいあげるんだよ」とコツを教えてあげたりする姿もあ

ります。日々、挑戦する中で跳ぶ回数が増えていくことが自信になり「今日は何回跳びたい」と意欲

満々です。最後に踊るドラえもんの曲では、振り付けをどうしようかとみんなで話し合うと「いいこ

と考えた」と振り付けをやって見せてくれました。子どもたちから、他にもいろいろな動きが出され、

自分たちで考えた振り付けで踊ることに決まると恥ずかしさもなくなり、みんなで楽しんで踊ってい

ます。最後は、それぞれ好きなポーズで踊ることになりました。運動会で見てもらうことを楽しみに

張り切っている子どもたちです。 

おひさま組（５歳児） 

運動会でどんなことがしたいか聞くと、かけっこやリレーに加えて、遊びの中で楽しく取り組んでい

た縄跳びをしたいという意見が多く挙がりました。そこで布を染めて三つ編みをし、自分用の短縄を作

ると気持ちも盛り上がり「早く練習したい」「今日も縄跳びやりたい」と毎日のように練習をしていき

ました。なかなか跳べなかった子どもがコツを掴んでタイミングよく跳べるようになると、今度は別の

友達に「こうやってやるんだよ」とアドバイスしている姿があり、励まし合いながら日に日に上達して

いきました。曲に合わせて行う縄跳びダンスでは、最初はなかなか息が合わずに「そっちの縄持って」

「そうじゃない」といった声が飛んでいましたが、みんなで話し合い、気持ちを合わせないといけない

ということに気付き「頑張れ」といった声が聞かれたり上手くいった時にはみんなでハイタッチをした

りするようになりました。保育園最後となる運動会ですが、期待や緊張もありつつ心を一つにして本番

を迎えるのを楽しみにしています。 

『運動会』取り組みの様子 


